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国際学部 中 村 恭 一

シンポジュームは2005年12月3日 、茅 ケ崎市民会館 で行 われた。湘 南総合研 究所 で

は既に公開講座 「国際紛争 と平和」(6回 シリーズ、2003年)を 茅 ケ崎市民 を主たる

聴講者 として行 っているが、今 回は日本の国際協力の最前線で活動するNGOに 関す

る理解 をさらに深め、市民並 びに文教大学関係者の 国際理解 と国際協力 意識 を高め

ることを狙い としたものである。

シンポジュームは一つの大 きな特色 を軸に企画された。すなわち、茅 ケ崎市で活

動す るNGO関 係者や茅 ケ崎 にある文教大学湘南 キャンパスの学生 を聴衆 に迎えただ

けでな く、国際協力の実践者 として活発 な議論を展 開 したパネ リス トたち もまた、

湘南地域に多いに縁のある人た ちである とい う点である。 いわば、湘南族 の、湘南

族に よる、湘南族 のための国際協力シ ンポジュームという性格 のものだった。

開会挨拶:拝 仙マイケル文教大学学長

シンポジュームの冒頭、主催者 である文教大学 を代表 して拝仙マ イケ ル学長が、

基調講演者やパネ リス トならびに出席者 を歓迎する挨拶 に立った。 また折 りあるご

とに 「文教大学において世界市民 になる学生 を育てたい」 と訴 えていた拝仙 学長 は、

この挨拶 の中で もその点 を特に強調 した。学長は1990年代初めにソ連が崩壊 してジ ョー

ジ ・ブッシュ大統領(現 ブッシュ大統領の父)が 新世界秩序 を打 ち出 した時か ら現

代 までを概観、現 実の世界 は新秩序 どころか、ジュネーブ条約 を無視 して多 数の一

般市民 を戦闘に巻 き込む世界、シエ ラレオネなどに見 られた ように10歳 未満 の幼い

子に武器 を持たせて少年兵 として戦闘にか り出す ような無秩序 の世界の 中で、世界

の市民 として国際的な問題 に絶えず 目を向けている必要 を訴えると共に、NGOが 行っ

ている国際協力の活動 を高 く評価 した。。

基調講演:片 山信彦 ・ワール ドビジ ョン代表

ワール ドビジョン ・ジャパ ン代表の片 山信彦氏 は、 「市民 による国際協カ ーNGO

の可能性 と課題」 と題 して、現在 の日本の国際協力の実態、特 に さまざ まなNGOが

実施 している国際協力 の意義 と課題について、海外の大規模NGOと の比較 も交 えな

が ら語 った。

一37一



片 山氏 は、拝仙学長 同様 、現在は 「世界の中での 日本」が常 に問われる時代 であ

り、世界の動 きに 目をそむけてはやってはいけない時代 であるこ とを強調。 だか ら

と言 って、国際協力に携わっても、それは決 して一方的な 「何か をする」「何 か を し

てや る」だけの関係 ではな く、協力対象者か らも何かを与 えられ(学 ぶ)「 相互協力」

が基本になると訴 えた。特 に市民による協力であるNGO活 動 の場合 、その活 動 を支

えて くれ るのはや はり共感 した市民であ り、NGOは 多 くの民間人の意志 を託 された

活動の担い手である点で も、NGOは 自ら行 う世界 のどこかの人々のためだけの活 動

ではなく、NGOを 寄付 とい う形で財政的に支 えている背後の民間人 との協力 関係 も

忘れてはならないと述べた。

欧米の大規模NGOと 日本のNGOの 規模 の比較で も、片山氏は興味深い具体的な数

字 を挙げて、聴衆の関心 を掻 き立てた。片 山氏によれば、欧米 で は年間の財 政規模

が1千 億 円を超 えるNGOが い くつ もあ る。 日本 の政府資金 によって活 動す るJICA

(国際協力機構)の 年間資金規模 にも匹敵する財力 で国際協力活動 を行 ってい るNG

Oが 珍 しくな く、た とえば片山氏のワール ドビジ ョン ・ジャパ ンと連携 す るアメ リ

カのワール ドビジ ョンは、年間資金 は約1千 億 円、世界各地の ワール ドビジ ョン全

体の資金規模 は、1800億 円で、まさにJICA等 の政府機関の財政規模 に匹敵す る もの

だと述べ た。ちなみに 日本 国内では最大規模の一つ であるワール ドビジ ョン ・ジャ

パ ンが民 間か ら集める年間資金は、30億 円台。 ところが2004年 の アメリカでNGO関

係機 関が民間か ら集めた寄金総額 は19兆5400億 円余。一方同年の 日本のNGO関 係 の

資金総額 は260億 円だった。 日本では国民一 人当た りNGOへ の寄付 は3199円 である

のに対 して、アメリカでは一人当た り日本の54倍 の拠 出額だ った。 この大 きな差 を

もたらす原因は、歴史的、文化 的な ものに加 えて、片 山氏 は税制 の違い に も大 き く

関係 している点 を挙げた。アメリカですべての国民が所得 の 自己申告制 であるのに

対 して、 日本 では源泉徴収制の比重が大 きく、かつ免税措置 の違 いに より国際協力

活動への拠出の決定権が政府 にある日本 に対 して、アメ リカでは国民個人が税金 の

使い道 を決める主役で もあると述べた。

1938年 に中国大陸での医療支援 に始 まった と見 られる日本の国際NGO活 動 は本格

化 してか らまだ歴史 は浅 く、これまでは 「ただがむ しゃらにや ってきた」。 しか し近

年 フェア トレー ド(途 上国の生産者の福祉 と利益 を重視 した直接販売方式 な どによ

る利潤優先型貿易 に対抗す るNGO活 動)や 政策提言型活動へ とNGOの 守備範囲は拡

大 してお り、組織 としての管理能力や情報開示 によるアカウンタビリティ(信 頼性 、

通常 「説 明責任」 とも訳 される)の 向上、政府、研究機 関、大 学等 を含 めた幅広い
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分野 とのパ ー トナーシップの構築を通 して、日本のNGOも21世 紀において大 きな役

割 を果たす可能性 を秘めている、と力説 した。

国際ボ ランテ ィア活動報告:文 教ボランティアズ

文教大学国際学部の学生(文 教ボランティアズ)に よる国際ボランティア活動 は、

2005年 春のコソボ活動に始 まって、夏にはボスニ ア ・ヘル ツェゴビナ及び東 チモー一

ルで行 われ、夏 の活動 を現地指導 した林教授、生田助教授 らの紹介 を受 けて、活動

に参加 した学生たちの代表 によって行われた。パ ワーポイン トによる写真 、 地図、

図表 などを駆使 した報告 は、 日常的にはほ とん ど情報 に接 す ることが ない国での活

動だけに、聴衆か らは温か く迎えられた。なお詳細 な報告は、既述の とお り、「文教

ボランテ ィアズ2005」 にあるので、同誌 を参照 していただ きたい。入 手方法 も既述

の とお り。

パネル討論:「 湘南か ら世界へ」

パ ネ リ ス ト:高 橋径子 オイスカ ・イ ンタナショナル ・アジア第2課 長

山本理夏 ピースウインズ ・ジャパ ン海外事業チーフ

伊丹知子 ア ドラジャパ ン ・プログラムオフィサー

コーディネーター:中 村恭一 湘南総合研究所主任(国 際学部教授)

パ ネル討論は湘南あ るいは文教大学にゆか りのあるNGO代 表によって行わ れた。

高橋径子氏 は2005年 度文教大学大学院国際協力学研究科 でNGO論 を講義、 山本理夏

氏は湘南(大 磯)在 住の国際協力活動家 、伊丹知 子氏 は文教大学 国際学部在学時 か

ら国際ボ ランティア活動 に参加、卒業後ア ドラジャパ ンで国際協力 を実践 してい る。

冒頭各パ ネリス トからそれぞれの組織が行 っている国際協力活動の現状について、

パ ワーポイン トによる写真等 を通 して報告があった。

オイスカ ・インターナシ ョナルは歴史、実績共に日本有数のNGOの 一つで、 アジ

ア全域に渡 って主に農業の技術指導やマ ングローブ植林 を始 め とす る 自然再生運動

を展開す る。東チモールでは、文教 ボランティアズ とも密接 な協力関係にあ る。

ピースウインズ ・ジャパ ンは比較的新 しく、国際緊急支援活動の第一線 における

活動 は目覚 しく、バ ルカ ン、イラク、アフガニス タンやアフ リカで の活動や イン ド

洋地震 ・津波の救援復興活動 において、 日本 オリジナルの組織 なが らその名 は国際
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的である。

ア ドラジ ャパ ンは、国際組織 の本部 をアメ リカに持 ち、 日本支部 も近年人道的支

援活動に力を入れてお り、コソボな ど紛争地での活動でその名 を広 め、現在 も人道

的見地か らモ ンゴルやネパ ール、スーダンなどで活発な活動 を展開 している。

続いてパ ネリス トたちは、片 山代表の基調講演で示 された課題 につ いて、 日本 の

国際協力NGOと して直面 している問題を紹介 しなが ら、討論 を展開 した。中で も在

代の関心事 はや はり組織の活動 を支 える財政問題で、パネ リス トが所属す るNGOの

年間財政規模 は数億円か ら10数 億円。 日本の組織 と して は比較 的財力 に恵 まれてい

るが、それで も現地の要望や国際的な期待に応 えるために も、近年縮小気味 の政府

開発援助(ODA)を 補完するNGOの 役割の厳 しさと重要 さを訴 えた。

計3時 間に渡 って行 われたシ ンポジュームは、「国際協力の重要性 に今後 も大 いに

関心 を払ってい きたい」 と強調 した高田哲雄湘南総合研 究所所 長に よる言葉 で閉会

した。(報 告:湘 南総合研究所主任 ・国際学部教授 中村恭一)

一40一


